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獣医学共通テキストの位置づけ 

獣医学教育モデル・コア・カリキュラム 
（平成23年3月刊行） 

モデル・コア・カリ準拠 
   共通テキスト （講義51科目) 

 （平成24年以降順次刊行予定） 

獣医学共用試験 
（平成28年実施予定） 

分野別第三者評価 獣医師国家試験 

学生のための学習指標 



獣医学共通テキスト刊行事業 
【共通テキスト編集委員会】 

                
                【刊行の主旨と目的】 
 

 「獣医学教育モデル・コア・カリキュラム」（改訂版・平成23年3月刊）に基づき 
     編集・刊行作業を推進する。 
   獣医学教育項目を記載した講義51科目についてその教育内容のガイドライン 
     を明示する教科書とする。 
   獣医学生が卒業時までに修得すべき基本的な教育内容を学生に提示し、 
     分野ごとの教育内容とレベルを確保することを目的とする。 
           ・具体的な学習到達目標（ラーニングゴール：一般目標、到達目標） 

     ・その学習プロセスを明示する詳細なカリキュラム内容（シラバス） 

     ・学習到達度に関する自己評価基準（共用試験等への対応） 

       ・獣医師としての基本的職能の修得 （Day One Skill, OIE） 
 
 



「獣医学共通テキスト」の刊行に関する基本的な考え方」 

 我が国獣医師養成大学として、その教育内容に関する Minimum Requirementを国内外に示す 
   「獣医学共通テキスト」は、モデル・コア・カリと同様にこれからの獣医学教育遂行に必須である。 
   （海外： OIEモデル・コア・カリキュラム、EU Directive 2005/36,  TAppO: ドイツ獣医師法） 
 
 獣医学共通テキストは、今後導入予定の「獣医学共用試験」のための学習ガイドラインを 
        獣医学生と教員に提供し、それを受験するについての必要学習到達レベルを獣医学生に 
    提示する役割をもつ。 
 
 その役割を果たす「獣医学共通テキスト」は、モデル・コア・カリが示す総ての一般目標と 
   到達目標に関する記載を含み、演習問題を具備していることが望ましい。それらが十分 
   に含まれるものであれば、将来像としてフルサイズ教科書を共通テキストとして用いる 
   ことも可能であろう。 
 
  各教科目が受けもつ教育範囲や教育態様が異なるため、刊行時期は異なってよい。 
   編集作業が整った教科目から刊行願いたい。 
 
 「獣医学共通テキスト」の刊行は、我が国獣医学教育の遂行とその水準向上に責任を有する 
   全国大学獣医学系代表者協議会のもと、コアカリ委員会と共通テキスト委員会がそのガイド 
   ラインを示す役割を果たす。 
 
     



 
 

共通テキスト編集委員会に関する申し合わせ 
 

 本委員会を「獣医学モデル・コア・カリキュラム準拠共通テキスト編集委員会」と称する 
     （以下委員会という）。 
 本委員会は「全国獣医学関係大学代表者協議会」（以下全国協議会という）のもとに 
     置かれる。 
 本委員会は平成23年3月に公表された獣医学モデル・コア・カリキュラム（改訂版、 

     以下コアカリという）に準拠した講義科目教科書を認定する組織である。 
 コアカリとは「大学卒業時までに身に付ける必要不可欠な知識を精選し共通の到達目標 
    を明示したもの」であることから、これまでに出版されている多くの獣医学教科書とは 
    異なる。 
 一定の学術レベルを保ちつつ、すべての獣医学生が知っていなければならない内容を  
    厳選して提示するコンパクトな教科書となる。 
 本委員会の基本方針、作業内容、情報公開等についての事項を定める。本申し合わせ  
    は全国協議会における討議により決定され、適宜改訂される。 
 委員の任期は3年とし、委員長1名を互選する。再選を可とするが事業の継続性と世代 
    交代の両面に配慮する。 

 



 
編集の基本方針

1)   コアカリに含まれる一般目標、到達目標を必ず含まなければならない。 

2)   コアカリに含まれない事項を含むことも可能とするが、非コア項目として 

   明示する。 

3)   当面は紙媒体による出版とするが、電子図書の併売を推奨する。 

4)   委員会は出版を依頼する出版社を限定しないが、事前に打診を行う。 

5)   委員会はモデルフォーマットを提示し、これを基本形として体裁の統一化を 

   図る。 

6)   価格設定は各WG の判断に委ねるが、事前に本委員会に打診する。 

7)   印税の取り扱いも各WGの判断に委ねるが、印税額の一部（その10％）を 

   本委員会に納付する。その収入は全国協議会の会計に算入し、本事業遂行 

   のために使用する。  

 



編集作業の内容 

1)    各科目の教科書編集を実際に行う組織をワーキンググループ（WG） 
        という。 
2)    WGへの割り当ては本委員会が行うが、この割り当て作業は獣医学会   
        に所属する各分科会・学会・団体と協議して進める。 
3)    獣医学総論、倫理、法規、魚病学、野生動物学など、諸団体に割り当て 
        られない科目、あるいは団体が存在しない科目については適宜本委員  
        会が判断する。 
4)    小委員会は全体の統制を保つため、WGと常に連絡を保ちつつ作業を 
        進める。 
5)    共通テキストの最終フォーマット（本の体裁）は、委員会の承認を必要と 
        する。 
6)    編集委員：橋本善春（委員長、北大），伊藤茂男（北大），尾崎 博（東大），   
       片本 宏（宮崎大）， 佐藤れえ子（岩手大），竹村直行（日獣大），桐澤力雄 

（酪農大）  
 

 



 
 
 

共通テキストに関する情報公開 および 電子図書に関する対応

 全国代表者協議会のホームページを開設し、常に編集情報の発信に努める。 

         http://plaza.umin.ac.jp/~vetedu/index.html 

 学術専門書、特に写真や図版を多く含む専門書にとって電子図書は最良の 

   伝達媒体となる可能性がある。電子図書リーダーに内蔵する医学・獣医学の 

   辞書の開発を出版社に働きかける。 

 

 電子図書に対する今後の出版界の動向を見極めつつ、著作者ならびに購入者

（学生）の利益となるよう、販売方法や印税割合などについて出版社と協議する。 

 



             獣医学教育モデル・コア・カリキュラム準拠 

共通テキストのレイアウト見本 
           【獣医毒性学共通テキスト】 
      日本比較薬理学会・毒性学会編 



獣医学共通テキスト委員会のホームページ 
 <http://plaza.umin.ac.jp/~vetedu/> 



参考：海外の獣医科大学における教科書編集風景 
ベルリン自由大学獣医学部 

Medical Illustrator, Frau Richter, FU Berlin 

Atlas der Anatomie des Rindes 



2.  獣医学教育用eラーニングコンテンツの作成状況について 
北大獣医学教育改革室 

● 下記の計22ファイルのコンテンツが完成ないし完成されつつある。 

● それらのうち計10個の完成ファイルがすでに北大設置のeラーニング用基幹サーバー上に  
   掲載されている。 

e ラーニングコンテンツの作成状況一覧 e ラーニングプログラム入り口 

●  各eラーニングコンテンツの閲覧には、各大学のサーバー管理者からIDおよびPassword 
     を取得していただき、その大学に設置のサーバーから直接閲覧していただくことが可能で 
     ある。 



コース検索画面 

動物実験倫理コース・スタート画面 

薬理学コース・スタート画面 



薬理学 e ラーニングコンテンツの各ページ画面 

到達目標ページ画面 

薬の体内移動ページ画面 

薬の消化管からの吸収ページ画面 

画像サンプル問題ページ画面 



平成22年度文部科学省先導的大学改革推進委託事業 
（文部科学省高等教育局専門教育課） 

諸外国における獣医師養成制度に関す
る調査研究報告 

 
北米およびヨーロッパ各国の獣医科大学における 

獣医学教育システムと教育内容の特長

北海道大学獣医学研究科 
鳥取大学農学部、 
北里大学獣医学部 



調査研究の目的と調査大学 

  【目 的】 
 新たに我が国の獣医師養成教育が急速に対応すべき諸課題と施策についての検討を 
    進める際の基礎資料を収集し、今後の獣医学教育の改善・充実に資することを目的と 
    する。 
 
  【調査訪問大学】 
 以下の15の獣医科大学・獣医学部を調査対象として訪問し、調査教員による資料収集と 
    聴き取り調査を実施した。  
              米  国：          コーネル大学、コロラド大学、ミネソタ大学 
        英  国：          エジンバラ大学、王立ロンドン獣医科大学、ケンブリッジ大学 
        カ ナ ダ：       ゲルフ大学 
        ド イ ツ：         ミュンヘン大学、ベルリン自由大学、ライプチッヒ大学 
        フランス：      アルフォール獣医科大学 
        ス イ ス：        チューリッヒ大学、ベルン大学 
        ベルギー：     ゲント大学 
        ノルウェー：  オスロ大学 



調査研究項目 

1． 海外獣医科大学の運営状況 
    ① 獣医科大学大学の規模（動物病院を含む） 
     スタッフ：教員数、事務・技術職員数、学部学生数、大学院学生数 
           施設：建物総面積、実験動物施設、講義室数、実習室数、図書施設、コンピューター室 
        ② 教育研究運営資金の調達：国・州からの資金、競争的資金、寄付金、自己運用資産 
2． 動物病院の規模と構成 
    ① 動物病院の規模： スタッフ数：教員、レジデント、サポーティングスタッフ、 大・小動物         

                 診療室数、鳥類・魚類診療科、集中治療室、救急施設、高額医療装 
                 置の有無など。 
    ②  社会へのサービス体制：救急サービスや大動物診療、分院の有無。 
3． 養成課程 
   ① 教育年限、教育内容、教育時間・単位数、教育に用いる言語、日本と異なる科目など。 
   ② 学生支援体制：授業料・奨学金制度、免除制度、学生寮の有無、留学生支援。 
4． 昨年の就職状況：大・小動物臨床、公務員、民間企業、研究職。卒後研究プログラムの有無。 
5． 国際的な獣医学教育機関認証システムへの参加状況。 
6． 教育研究の重要課題と最近強化・改善した教育内容（人獣共通感染症や動物倫理）。 
 



学生数と教員数 
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動物病院の教員数とサポーティングスタッフ数 

0 
50 

100 
150 
200 
250 
300 
350 
400 

動物病院教員数（含レジデント） 

動物病院教員数（含レ

ジデント） 

0 
50 

100 
150 
200 
250 
300 
350 

サポーティングスタッフ数（事務系＋技術系） 

サポーティングスタッフ

数（事務系＋技術系） 



学費/年額（万円） および 就職状況 
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ゲント大学獣医学部（ベルギー）のキャンパス風景 













我が国獣医学教育への提言 

 本調査結果は、我国と海外獣医科大学における教職員数、動物病院を含む教育  
   施設、診療サービスなどに量的・質的な格差が存在することを示している。 
 
 今後国際水準の獣医学教育に沿う教員数、教育施設、カリキュラム構成、臨床

実習システムなどの確立が求められる。 
 

 獣医学教育の一層の改善を目指して、シラバス、モデル・コア・カリキュラムの充
実、参加型実習、学生評価法の確立などが必要とされる。 
 

 今後我国の獣医学教育システム全般の改善と確立を図り、獣医師免許の国際的
通用性を確保することを目的として、第三者評価などの外部評価を実施し、併せ
て将来全米獣医師会（AVMA）またはヨーロッパ獣医科大学協会（EAEVE）による
獣医師養成機関外部評価を実施することが望ましい。 
 

  ● 次の獣医学教育改革HPで本報告書の全文を見ることが出来ます。→ http://plaza.umin.ac.jp/~vetedu/ 

 

ミュンヘン大学獣医学部 
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